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寄付進み前線

1,660万ドル
2008-09年度年次プログラム基金寄付中間集計

 

２年連続で最高記録が樹立される
2007-08年度、ロータリー財団年次プログラム
基金への寄付額は１億1,480万ドルを記録し、２
年連続で同基金への寄付が米貨１億ドルを突破
しました。

ロータリアンは、ロータリーの１億ドルのチャレン
ジ、ロータリー・センター大口寄付推進計画、恒
久基金など、さまざまな形でロータリー財団を支
援する傍ら、引き続き年次プログラム基金に惜し
みない寄付を寄せています。この年次寄付によっ 
て、460万ドルの地区財団活動資金（DDF）を 

人々の生活を改善する財団の力

「ロータリーのチャレンジ」に配分することがで
きました。この資金は、2010-11ロータリー年度
に使用されます。

年次プログラム基金への支援では、26パーセン
トのロータリアンが少なくとも１度寄付を行って
おり、76パーセントの寄付者が少なくとも米貨
100ドルを寄付しました。また、１人当たりの平均 
金額は米貨95ドルでした。世界各地で数多くの 
ロータリー・クラブが、会員を代表して財団に寄
付を行っていますが、財団プログラムからより多く

度重なる干ばつが原因で、アフリカの大地溝帯に
住む女性と子供たちは、ほとんど毎日を家族が使
う水を集めるために費やさなければなりません。
そのような中、2002年以来、カナダ、ブリティッ
シュコロンビア州のサマーランド・ロータリー・ク
ラブとケニアのナクル・ロータリー・クラブが協力
して、1,200以上のコンクリート製の貯水槽システ
ムを設置してきました。スチール製の屋根から流

ムの設置、衛生についての指導、農業、小事業、
教育のためのローンの提供の３段階から成る活動
を管理しています。

ケニアの社会不安によって同プログラムの進展に
遅れが出ましたが、それでもプログラムの波及効
果は、地元の人々に恩恵をもたらしています。「現
在、大地溝帯の難民キャンプで一時的に生活をし
ている何万もの難民に水と衛生設備を提供する
ため、RCCの素晴らしい管理モデルが生かされて
います」とサマーランド・ロータリー・クラブは報
告しています。

の恵まれない人々が恩恵を受けられるよう、ロー
タリアン一人ひとりが財団への支援に参加するこ
とが大切です。

世界中のロータリアンの皆さまからの記録的なご
支援に、財団から心より感謝を申し上げます。年
次プログラム基金への支援が高まるとともに、今
までよりもっと多くの人々の生活を改善していくこ
とができるでしょう。

れ落ちた水を集める貯水槽１つで、最高で３カ月
間、10人分の水を供給することができます。

保健、飢餓追放および人間性尊重（3-H）補助
金１口、マッチング・グラント４口、ならびに国際
開発のためのカナダ・ロータリー・コラボレーシ
ョンから３口の補助金を受けたこのプロジェクト
は、2010年までに合計2,600個の貯水槽を提供
することを目指しています。

ロータリー地域社会共同
隊（RCC）が、貯水システ

貯水槽の清潔な水を飲むケニアの農村の女性たち。貯水槽は、財団の人道的補
助金プロジェクトによって設置されました。

大口寄付者、「遺贈友の会」会員、ベネファクター、ポール・ハリス・フェロー
は、ロータリー財団プログラムの支援において、また世界中の人々を救い、生
活を改善していく上でとても大切な存在です。

認証の種類 2007-08年度の合計
大口寄付者 1,398

「遺贈友の会」会員 509
ベネファクター 2,985 
ポール・ハリス・フェロー 58,043 

財団の支援にご協力をお願いいたします

ロータリー財団月間の11月は、寄
付を行うのにふさわしい月です。 

「夢をかたちに」するために、寄
付へのご協力をよろしくお願いい
たします。



「毎年あなたも100ドルを」の活動の詳細を
お求めの方、あるいは成果をあげた募金策の
事例を紹介してくださる方は、以下までご連
絡ください。

電話：847-866-3352

ファックス：847-328-5260

Ｅメール：erey@rotary.org

RIのウェブサイト：www.rotary.org

今すぐお申し込みを
四半期ごとにこのニュースレターを受信して、

「毎年あなたも100ドルを」に関する最新
情報をお読みください。クラブのほかの会
員にも、受信を申し込み、活動へ参加するよ
うぜひ呼びかけてください。RIのウェブサイ
ト、www.rotary.orgから（「毎年あなたも
100ドルを」で検索し）ニュースレターをご覧
になるか、定期受信の申し込みを行うことが
できます。

受信者で、インターネット・プロバイダーを変
更した方は、新しいＥメールアドレスを使って
再度お申し込みください。

www.rotary.orgの日本語サイトから、右上
端の「会員アクセス」をクリックしてくださ
い。ここから「ロータリー・ビジネス・オンラ
イン」につながり、ユーザー名とパスワードを
入力するよう求められます。ログイン後、会
員番号、クラブ番号、地区番号を入力してく
ださい。クラブ番号をご存じでない方は、クラ
ブ幹事にお尋ねください。

「夢をかたちに」のテーマ
の下、2008-09年度年次
プログラム基金目標額、米
貨１億2,500万ドルの達成
に向けて、どうかご支援を
お願いいたします。ロータリー財団のおかげで、毎日、毎分、誰かの

生活が改善されています。インドでは井戸が掘ら
れ、ブラジルでは盲目の子供たちに点字タイプラ
イターが贈られ、スリランカでは衛生的なトイレ
が設置され、ニカラグアでは貧しい人々のために
歯科医療が提供されています。「持つ者」と「持た

匿名で寄付を続けてきた一人のロータリアン

ロータリー財団考 「毎年あなたも100ドルを」

25年間、ジョー・ペリー氏は、ロータリー財団の
年次プログラム基金へ毎年、匿名で米貨1,000ド
ルを寄付してきました。長年にわたるこのペリー
氏の寄付について知っていたのは、アン夫人とほ
んのわずかなロータリアンだけです。

そのロータリアンの一人が、米国、ノースカロラ 
イナ州のタルボロ・ロータリー・クラブのエド・ロ
バーソン2007-08年度会長です。2007-08年度
にペリー氏は、ロバーソン会長により、「第7720
地区ロータリアン功労賞」に選ばれました。

ロバーソン氏は、タルボロ・ロータリー・クラブの
会員である85歳のペリー氏が1979年以来の「財
団の友」会員であり、1983年以来、財団へ毎年
1,000ドルを寄付してきたことを知っています。ス
ペイン語を流暢に話すペリー氏は、1986年に研
究グループ交換チームを率いてアルゼンチンを訪
問し、その後の５年間に、アルゼンチンの５人を 
ポール・ハリス・フェローに指定しました。また、こ
れと同じ年に地元のポリオ・プラス募金活動を主
導し、自分の所属するクラブだけで米貨18,500
ドルを集めました。

世界社会奉仕に傾倒するペリー氏は、現物拠出ネ
ットワークを通じて、アルゼンチンでの血液バン
クの設立を助けました。また、米貨9,500ドル相
当分の補聴器をアルゼンチンに送ったり、識字率
向上プロジェクトを支援するためにメキシコ、パ
キスタン、フィリピン、ベネズエラに本を送ったり
しているほか、ホンジュラスの森林を再生するた
めに木を贈ったこともあります。

パメラ・エイキンス元地区ガバナー（右）から、第7720
地区の卓越したロータリアンを称える2007-08年度
功労賞を受賞したジョー・ペリー氏。左は、アン夫人。

ペリー氏は、その国際奉仕と財団への支援を称え
られて、去る５月、地区大会で地区のロータリア
ン功労賞を受賞しました。続く6月には、所属する
クラブから「ロータリアン・オブ・ザ・イヤー」賞を
授与されました。

これまで17年間にわたってクラブ幹事を務めてき
たペリー氏は、財団への寄付について誰にも伝え
るつもりはなかったと話します。「ロータリーに対
し私がこれまで行ってきたことはすべて、世界で
友情の懸け橋を築くためなのです」とペリー氏。 

「ロータリアンでいられるだけでうれしいんです」

ペリー氏が地区賞を受賞してから１カ月の間に、
５人のロータリアンが、財団にそれぞれ1,000ド
ルを寄付することを約束しました。ペリー氏の寄
付について人々が知るようになってよかったと、ロ
バーソン氏は話します。 

2003年、ガース・ミドルトン氏とウェンディ夫人
は、南アフリカのイチャンガA1000ヒルズ・ロー
タリー・クラブの結成を助けました。それ以来、
同クラブの会員数は２倍に膨れ上がり、現在で
は30人となっています。また、地域社会やロータ 
リー財団への支援など、その奉仕活動の規模も広
がっています。

同クラブは、地元の子供たちに食糧、教育、レクリ 
エーションを提供しているサウザンド・ヒルズ子供 
発育センター（1000 Hills Child Development 
Centre）で、同センターがなければ路上をさまよ
う運命にあった子供たちを援助しています。同ク
ラブ会員のドーン・レッパン氏により創設された
同センターは、去る５月、ウィルフリッド J. ウィル
キンソン2007-08年度RI会長を迎えて開館式を

行いました。

また同クラブは、700人の小学生を援助している
ほか、身体的な虐待や薬物・アルコール中毒から
の更生を目指す成人のための社会復帰訓練所、
ケアライン・クライシス・センターを支援していま
す。さらに同クラブは、学校や託児所、診療所に
送る野菜を育てるための温室を提供しています。

「私たちの平均年齢は42歳です」と、クラブ会員
についてウェンディ・ミドルトン夫人は話します。 

「また私たちは、ロータリー財団への会員１人当
たりの年間寄付で100ドルを達成しました」

イチャンガA1000ヒルズ・ロータリー・クラブは、
結成されてからわずか5年間で数多くの業績を残
しています。

ざる者」の格差がますます広がっていくこの世界
では、私たちロータリアンが自分たちにできるこ
とをしながら、「世界でよいこと」を行っていかな
ければなりません。  

すべてのロータリアン、すべてのプロジェクト、す
べてのご寄付が、毎年、人々の役に立っています。

わずかな期間で成長を遂げたクラブ 

寄付履歴の確認


